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Ⅰ．は じ め に

Brugada症候群は比較的女性に少ないとされる．

以下にtype 1 Brugada型心電図を呈した中年女性に

運動誘発性非持続性心室頻拍を認め，triggering

VPCをカテーテルアブレーションすることにより治

療可能であった症例を呈示する．

Ⅱ．症　　　例

症例は56歳女性．2004年10月健康診断で心電図

異常を指摘され，近医を受診したところ，V1，V2に

coved型3 mmのST上昇を認め，type 1 Brugada型

心電図と判定された．トレッドミル試験，ホルター

心電図で心室性期外収縮（VPC）の頻発と非持続性心

室頻拍（NSVT）の頻発を認め，2005年2月精査目的

に当院入院となった．

運動誘発性非持続性心室頻拍を認めた中年女性の
Brugada症候群の1例
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56歳女性．健康診断でBrugada症候群が疑われ，当院初診となった．V1，V2に

coved型の3 mmのST上昇，V3にsaddle-back型2 mmのST上昇を認め，type 1

Brugada型心電図と判定された．運動負荷後にV1，V2のcoved型ST上昇は5 mm

に増悪し，上方軸，左脚ブロック型の心室性期外収縮（VPC）の頻発と，心拍数200/

分の非持続性心室頻拍（NSVT）が出現した．また電気生理検査（EPS）で右室心尖部，

右室流出路からの3連発のプログラム刺激を行ったが，心室細動（VF）は誘発されな

かった．さらに三尖弁直下，右室基部中隔側起源の頻発する単形性VPCに対し通電

を行った．治療後においては運動負荷でもVPCの出現はなく，NSVTも認めなくなっ

た．これによりBrugada症候群において致死性心室性不整脈のtriggering VPCへの

カテーテルアブレーションが有効な治療法となり得ることが示唆された．
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21歳でバセドウ病に対し甲状腺亜全摘術を受けて

おり，30歳から気管支喘息を発症した．失神の既往

はなく，また突然死や失神の家族歴もなかった．

入院時検査では，血液検査は正常範囲内で，BNP

は16.0 pg/mLであった．

心エコー検査では器質的心疾患はなく，また左室

駆出率65％で左室収縮機能は良好であった．

心電図は心拍数70/分の正常洞調律で，V1，V2に

coved型3 mmのST上昇，V3にsaddle-back型2 mm

のST上昇を認めた（図1）．

トレッドミル試験では，最大負荷（3Mets）で左脚

ブロック型，上方軸の頻発するVPCを認め，心拍数

200/分のNSVTが出現した．またV1，V2で認めてい

たcoved型ST上昇が5mmに増悪した（図2）．

ホルター心電図では，全心拍数110,247拍のうち

VPC 5,108拍，最大4連拍を認めた．

加算平均心電図ではQRS duration＝117 msec，

LAS40＝41 msec，RMS40msec＝11.6μVで陽性所見

であった．

さらなる精査目的に，心臓カテーテル検査・電気

生理検査（EPS）を施行した．冠動脈造影では，有意

狭窄はなかった．EPSでは右室心尖部，右室流出路

（RVOT）からの3連発プログラム刺激では，反復性

心室興奮（RVR）を認めるのみで，心室細動（VF）は

誘発されなかった（図3）．また，Electro-anatomical

mapping system（CARTO system）を併用し，右心

室の詳細なマッピングを施行した．その結果，頻発

する単形性VPCの起源は，三尖弁直下，右室基部中

隔側と考えられたため（図4），局所電位が36 ms先

行し，単極電位が完全なQSパターンを示し（図5），

12/12誘導で良好なペースマッピングが得られた部

位で通電したところ，VPCは生じなくなった．

カテーテルアブレーション後ホルター心電図で

VPCを全く認めなくなり，トレッドミル試験でも，

最大負荷（7Mets）でVPC，NSVTを認めず，V1，V2

のcoved型ST上昇の増悪も認めなかった（図6）．

EPSではVFは誘発されなかったが，type 1

Brugada型心電図，心室遅延電位陽性，非持続性心

室頻拍の存在から，植込み型除細動器（ICD）植込み

のclassⅡaの適応1）と考えられたものの患者の同意

を得られなかった．このように本来ならばICD植込

みの適応と考えられたケースにおいて，triggering

VPCに対するカテーテルアブレーション治療のみ施

行したが，約1年の経過は良好であった．
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図1 入院時心電図
心拍数70/分の正常洞調律で，V1，V2でcoved型3 mmのST上昇，V3でsaddle-back型2 mmのST上昇を認めた



Ⅲ．考　　　察

Brugada症候群は，12誘導心電図の右側胸部誘導

で右脚ブロック様波形とV1-3のST上昇を特徴とし，

VF による突然死を引き起こす疾患である 2）．

Brugada型心電図を呈する日本人は0.7～1.0％と多

く，男性に多いとされる3）．Frustaciらは，Brugada

症候群18例の中で，SCN5A陽性例は4例で，心筋

生検で大多数に心筋炎の所見を認めると報告し4），

いまだ本症候群の詳細については議論されていると

ころである．

治療に関しては，Brugada型心電図を呈する無症

候性患者であっても，初回発作で突然死をきたしう

るため，そのリスク評価が困難であり5），ICD植込

み術を選択する場合が一般的である．

最近Haissaguerreらはlong QT症候群やBrugada

症候群の7例に対し，VT/VFのtriggering VPCに

対しカテーテルアブレーションすることが有効であ

ることを示している6）．

本症例は，type 1 Brugada型心電図を呈する女性

例で，器質的心疾患がなく，トレッドミル試験によ

りVPCおよびNSVTが誘発され，それが将来致死

性心室性不整脈のtriggerになり得るものと考えら

れた．通常，Brugada症候群では迷走神経活動の亢

進でST上昇が増強し7），イソプロテレノールが治療

薬として使用されることもしばしばである．本症例
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図2 カテーテルアブレーション前トレッドミル試験
最大負荷（3Mets）で左脚ブロック型，上方軸の頻発するVPCを認めた
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図3 右室流出路（RVOT）からの3連発プログラム刺激
反復性心室興奮（RVR）を認めるのみで，心室細動（VF）は誘発されなかった

図4 右室造影
アブレーションカテーテルの位置がtriggering VPCの起源と考えられた

ABL＝アブレーションカテーテル，RVA＝右室心尖部，His＝ヒス束



では，それに反して運動負荷でVPCおよびNSVTが

誘発されている点が注目すべきであると考えられる．

またEPSでVFは誘発されなかったが，そのこと

が予後規定因子になるという一定した見解はな

く8），9），10），今回はtriggering VPCに対してカテーテ

ルアブレーションを施行した．triggering VPCは
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図5 通電部位の局所電位
局所電位が36 ms先行し，単極電位が完全なQSパターンを示している

図6 カテーテルアブレーション後トレッドミル試験
最大負荷（7 Mets）でVPC，NSVTを認めず，V1，V2のcoved型ST上昇の増悪も認めなかった



RVOTに多く11），同部位をアブレーションすること

で，triggerは治療可能と考えられるが，一方で

Brugada症候群のsubstrateがRVOTにあるとすれ

ば，アブレーションによりtriggerとsubstrateの両

方を治療し得るため，その治療効果は定かではない．

本症例ではRVOTとは異なる部位にtriggering VPC

の起源があり，運動誘発性にVPCやNSVTが出現

するという点も考慮すると，triggering VPCとBrugada

症候群とは直接因果関係がない可能性もある．

いずれにしても本症例のように気管支喘息の既往

がありβ遮断薬を投与しにくく，またICD植込みの

同意が得られなかった症例に対し，致死性心室性不

整脈のtriggering VPCへのカテーテルアブレーショ

ンが今後治療戦略の一つとなりうる可能性が示唆さ

れた．

さらに今後は，triggering VPCを有するBrugada

症候群例の特徴やアブレーション症例の予後に対す

る研究・データの蓄積がなされ，たとえICD植込み

を施行した患者であっても，その作動回数が減ると

いったように，多くの患者のQOLが改善すること

を期待する．
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